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1. 呼吸の練習 (1)

○♩=60 メトロノーム使用。
○自然の状態から吸う。 ○息のスピードは一定になるように量をコントロールする。
○息を止めない。弦楽器のボーイングの動きをイメージして。



2. 呼吸の練習 (2)
○メトロノームを使用　○エアバッグを使用（右の写真参照）
○始めはエアバッグ無しで外の空気を４拍吸ってから始める。　○自然の状態から吸う。
○息のスピードが一定になるように量をコントロールする。
○息を止めない。弦楽器のボウイングの動きをイメージすること。
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3. バズィングの練習 (1)
○練習用のマウスピース（リムのみのもの・下の画像を参照）を使い、息をまっすぐ吹く。
○自然の状態から吸う。　○息のスピードは一定になるように量をコントロールする。
○舌の位置が下がらないように。
○譜面は実音Dの音になっているが、音程を気にする必要は無い。力まずに唇が振動する音程で吹くこと。
○唇に力を入れない。自然に音が鳴ればよい。

…エアバッグを使用しない小節 …エアバッグを使用する小節

吸う (４拍 ) 吸う (４拍 )

吸う (１拍 )

吸う (１拍 ) 吐く (１拍 )

吐く (４拍 )

吐く (１拍 )吸う (４拍 )

吐く (４拍 ) 吐く (４拍 )
[ 外部の空気 ] [ エアバッグの中へ ]

吸う (４拍 ) 吐く (４拍 )
[ 外部の空気 ] [ エアバッグの中へ ]

吸う (４拍 ) 吐く (４拍 )
[ 外部の空気 ] [ エアバッグの中へ ]

吸う (４拍 ) 吐く (４拍 )
[ 外部の空気 ] [ エアバッグの中へ ]

[３～５回繰り返す ]

[３～５回繰り返す ]

[３～５回繰り返す ]

[３～５回繰り返す ]

エアバッグの製品例

練習用マウスピースのの製品例
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4. マウスパイプでの練習
○トランペットの抜差管を外し、マウスパイプにマウスピースを装着した状態で練習する。
○基本とバリエーション、どれを練習するかはレッスンで先生に指示を仰ぐこと。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。音量はmp～mf。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○実音Dで吹く。（タンギングが細かくなっても、音程や音色はブレないように注意する。）
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。



息の流れをまっすぐに
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5. バズィングの練習 (2)
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○マウスピースのみで練習する。
○基本とバリエーション、どれを練習するかはレッスンで先生に指示を仰ぐこと。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○音の移行時にグリッサンドを用いてもよい。
○息を出しすぎない。音量はmp～mf。音の高低で音量・音色が変化しないよう注意。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
○可能であれば、下の写真のような「バズィング・アダプター」を用い、演奏時の姿勢でバズィングを行う。
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6. ロングトーン
○基本とバリエーション、どれを練習するかはレッスンで先生に指示を仰ぐこと。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○【バリエーション2】の指を変えずに音程を変える「ベンディング」は音程に注意すること。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○低音でもアンブシュアを変えないこと。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
○フィンガリングは素早く、力まずに。
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○基本とバリエーション、どれを練習するかはレッスンで先生に指示を仰ぐこと。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。音の高さによって音量・音色を変化させない。常に一定に。
○体はリラックスした状態で。
○息が足りなくなったら途中で一旦休止し、その部分からあらためて吹き始めること。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○音の移行時にアンブシュアを変えないこと。低音でも上の音のアンブシュアを終始維持する。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
○フィンガリングは素早く、力まずに。
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7. インターバル
○基本とバリエーション、どれを練習するかはレッスンで先生に指示を仰ぐこと。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。音の高さによって音量・音色を変化させない。常に一定に。
○体はリラックスした状態で。
○息が足りなくなったら途中で一旦休止し、その部分からあらためて吹き始めること。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○音の移行時にアンブシュアを変えないこと。低音でも上の音のアンブシュアを終始維持する。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
○フィンガリングは素早く、力まずに。

P -  p

P -  p

P -  p

P -  p

P -  p

80q 60= ～

【基本】



80q 60= ～



13

8. リップスラー (1)
○基本とバリエーション、どれを練習するかはレッスンで先生に指示を仰ぐこと。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○【バリエーション 1】の指を変えずに音程を変える「ベンディング」は音程に注意すること。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○最初のアンブシュアを (低音でも )変えないこと。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。

F -  P

80q 60= ～

【基本】



【バリエーション1】 ※音の変化は運指では無くベンディングで行う。

⓪

①

②

①②

②③ ①③

①②③

14

F

80q =
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9. タンギング (1)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○休符の間も楽器を降ろさず、アンブシュアはそのままの形で。ブレスは鼻から。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○最初のアンブシュアを (低音でも )変えないこと。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。



80q 70= ～
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9. タンギング (2)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○休符の間も楽器を降ろさず、アンブシュアはそのままの形で。ブレスは鼻から。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○最初のアンブシュアを(低音でも)変えないこと。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。

※「(別冊)オプション1」を練習する場合は、この後に行う。
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11. リップスラー (2)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。ブレス無しで一段を吹き切ることができるテンポを選択すること。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○音の高さによって音量・音色・アンブシュアを変化させない。常に一定に。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。



18

12. リップスラー (3)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○ブレス無しで一段を吹き切ることができるテンポを選択すること。　
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○音の高さによって音量・音色・アンブシュアを変化させない。常に一定に。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
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【バリエーション】 
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13. 音域の拡張
○チューナーを必ず使用する。ブレス無しで一段を吹き切ることができるテンポで吹く。
○譜面のテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○音の高さによって音量・音色・アンブシュアを変化させない。常に一定に。
○高音は力まずに可能な範囲で。無理な場合はそこでこの練習を打ち切ること。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
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14. タンギングの調整

15. 「Clarke TECHNICAL STUDIES」を用いた練習

○以下の譜面のリズムで、時計を見ながら１分間、実音Fの音をでタンギングを続ける。
○途中で息が足りなくなった場合は、小休止を挟んで再開してもよい。
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。
○舌がタンギングのために上顎と接する際、できるだけ軽く・速く接するように意識する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
○１ヶ月練習したら、テンポを１上げる。

○H.L. Clarke TECHNICAL STUDIES FOR THE CONET の27～ 44を使用
○メトロノーム、チューナー使用
○譜面通り(すべてスラーに変更) 吹いた後、シングルタンギングで同名の短調に変えて吹く。
○次の日は短調と長調を入れ替える(スラー→タンギングの順は変えない) この２日間のサイクルを繰り返す。
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16. ダブルタンギング (1)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。　
○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。
○舌の位置が下がらないように注意する。 
○音の高低で音量や音色を変化させない。
○舌がタンギングのために上顎と接する際、できるだけ軽く・速く接するように意識する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。
○１ヶ月練習したら、テンポを１上げる。

⓪
T T T T K K K K

⓪
T T T T T T T T K K K K K K K K

f

f

⓪
T T T T T T T T T T T T T K K K K K K K K K K K K

f
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⓪

⓪～①②③を、以下の４パターンのタンギングで練習する

その後、❺リップスラーで⓪～①②③を練習する

※息を十分に出すこと。 無理なく心地よい音量で吹くこと。

T T T T❶ T T T T K K K K K K K K T T T T T T T T K K K K K K K K

T T T T❷ K K K K T T T T K K K K T T T T K K K K T T T T K K K K

T T K K❸ T T K K T T K K T T K K T T K K T T K K T T K K T T K K
T K T K❹ T K T K T K T K T K T K T K T K T K T K T K T K T K T K

②

①

①②

②③

①③

①②③

60 100q = ～
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17. トリプルタンギング (1)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。　○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。　○舌の位置が下がらないように注意する。 ○音の高低で音量や音色を変化させない。
○舌がタンギングのために上顎と接する際、できるだけ軽く・速く接するように意識する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。　○１ヶ月練習したら、テンポを１上げる。

～

～



28

～
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18. ダブルタンギング (2)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。　○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。　○舌の位置が下がらないように注意する。 ○音の高低で音量や音色を変化させない。
○舌がタンギングのために上顎と接する際、できるだけ軽く・速く接するように意識する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。　○１ヶ月練習したら、テンポを１上げる。
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19. トリプルタンギング (2)
○メトロノームとチューナーを必ず使用する。
○メトロノームのテンポで息を吸うこと。　○息を出しすぎない。よく響き、集中した音色を意識する。
○体はリラックスした状態で。　○舌の位置が下がらないように注意する。 ○音の高低で音量や音色を変化させない。
○舌がタンギングのために上顎と接する際、できるだけ軽く・速く接するように意識する。
○唇の両端をしっかりと固定するようなアンブシュアを常に形成させること。
○アパチュアが小さくなるように、小さい穴から細い空気が出るというイメージを心がける。
○マウスピースを唇に強く当て過ぎないこと。　○１ヶ月練習したら、テンポを１上げる。


